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流通チャネルの垂直統合と分離
- 製品選択を含むケースへの拡張-

丸 山 雅 祥

南 川 和 充

Ⅰ は じ め に

1980年代の後半から,流通チャネルとマーケテイング競争の研究は,多段階ゲームの理論

を応用するかたちで大いに進展しているが,そのうちで特に注目すべき研究分野は,流通チ

ャネルの垂直統合と,製品差別化を通じた企業間競争の分析である｡

流通チャネルの統合と分離の研究は,チャネル内における ｢意思決定の調整｣という側面

(incentiveaspect)と,チャネル構造の選択に関する｢戦略的な相互作用｣(strategicaspect)

の側面から行われ,｢垂直統合｣は,チャネル内部の利害調整の手段として機能する一方で,
｢垂直分離｣は,競合するメーカー間の利害調整の手段となることが明らかにされてきた｡

すなわち,(1)流通チャネル内部の意思決定の構造に見られる ｢二重マージン｣(double

marginalization)の存在は垂直統合を促すという｢二重マージン仮説｣(MachlupandTaber

[1960],JeulandandShugan[1983],MoorthyandFa°er[1989])と,他方,チャネル競争

の緩和を意図した戦略的行動は,垂直的な非統合 (垂直分離)を促すという ｢戦略的分離の

命題｣(McGuireandStaelin[1983],BonnanoandVickers[1988],Moorthy[1988],丸

山 [1992][1995],成生 [1994])とが,こうした分野の主たる研究成果となってきた｡

製品差別化を通じた企業間競争の研究は,品質に関する製品差別化 (垂直的差別化)と,

製品バラエティに関する差別化 (水平的差別化)の面から行われ,製品差別化による価格競

争の緩和という誘因から｢差別化最大原理｣が導かれることが確認されてきた (Shakedand

Sutton[1982],d'Aspremont,Gabszewicz,andThisse[1979],丸山 [1997])｡

これまで,流通チャネルと製品差別化の研究は独立に進められてきたが,本論文では2つ

の研究の統合を試みる｡単一チャネルにおける統合と分離の問題を,品質選択との関連から

議論したものとしてEconomides[1999]がある｡本論文では,複数の流通チャネルを想定し,

チャネルの統合と分離のモデルを製品の品質選択を含むケースへと拡張した上で,チャネル

構造,品質,出荷価格,小売マージンの決定について分析 したい｡

本論文の構成は次のとおりである｡まずⅠⅠ節では,単一チャネルを想定し,メーカーが,
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小売段階を垂直統合するケースと垂直分離するケースにおいて,メーカーによる品質水準と

出荷価格の決定,ならびに小売業者による小売マージンの決定を議論する｡ⅠⅠⅠ節では,複数

のチャネルを想定し,チャネルの統合と分離をめぐる戦略的な相互作用を分析する｡ⅠⅤ節で

は,本論文の分析結果を要約して結びとする｡

ⅠⅠ 単一チャネルの内部調整

ⅠⅠ.1 モデルの設定

メーカーと小売業者からなる流通チャネルを想定し,メーカーによる製品の品質qと出荷

価格u)との決定,および小売業者による小売マージンmの決定について検討する｡製品の小

売価格pは,出荷価格と小売マージンとの和p-uJ+m とする｡

各消費者は製品を1単位だけ購入するものとする｡ここで,消費者が小売価格!,,品質qの

製品を購入するとき,消費者余剰 Ue(p,q)は,垂直的な製品差別化の代表モデルである

MussaandRosen[1978]にしたがって,

Ue(p,q)-eq-P (1)

とする｡βは品質に対する消費者の限界的評価を示している｡このβの値は消費者ごとに異な

っており,図1に示されるように,消費者間のCの分布は,[_O,_0+1]の範囲で密度f(e)-
1の一様分布であると仮定する｡

旦 p/q a_+1

図1 消費者間のβの分布

品質qと価格pの製品に対して,Ue≧0となるタイプの消費者は製品を1単位購入し,

Ue<oとなる消費者は製品を購入しない｡したがって,製品を購入する消費者のタイプOは,

Uo-Oq-P≧0,すなわち,

e≧p/q-(u)+m)/q

をみたす消費者である｡このとき,図1より,小売段階の需要関数D(P,q)は

D(P,q)-_0+1-A/q-_e+1-(u,+m)/q

となり,需要量は,価格Z,(-W+m)の減少関数,品質qの増加関数となる｡

(2)

ここで,品質qの製品を生産するメーカーの費用関数は,品質水準のみに依存し,販売量に

は依存しない固定費用C(q)-cq2/2とする｡ただし,Cは正のパラメータである｡また,小

売業者の費用は,製品の仕入価格のみであると仮定する｡
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このとき,メーカ-の利潤関数7Tm(q,u),m)は,

7tm(q,W,m)-UJD-cq2/2

-WLO+1-(W+m)/q]-cq2/2 (3)
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となり,小売業者の利潤関数7td(q,W,m)は,次式のように表される｡

7Td(q,u,,m)-m[9+1-(W十m)/q] (4)

ここで,流通チャネルにおける意思決定を4段階のゲームとして定式化する｡すなわち,

第1段階において,メーカーが小売業者を垂直分離するか,垂直統合するかを選択する｡第

2段階で,メーカーが品質qを決定する｡第3段階で,メーカーが出荷価格 W を決定する｡

第4段階で,小売業者が小売マージン桝を決定する｡均衡概念は部分ゲーム完全均衡とし,

以下では,ゲームの均衡状況を,第1段階において垂直分離が選択された場合と,垂直統合

が選択された場合に分けて検討しよう｡

ⅠⅠ.2 垂直分離のケース

部分ゲーム完全均衡を求める手順に従って,ゲームの最終段階 (第4段階)における小売

マージンの決定から検討していこう｡小売業者は,メーカーの出荷価格uJおよび品質水準q

を所与として,(4)式で示される利潤を最大化するように小売マージンを決定する｡小売マ

ージンに関する利潤最大化の条件

∂7td/∂m-[9+1-(W+2m)/q]-0

をmについて解くと,小売マージンに関する反応関数は,次式のように求められる｡

m(q,W)-[q(_e+1)-W]/2 (5)

次に,第3段階における出荷価格の決定を検討する｡メーカーは,(5)式で示される出荷

価格と小売マージンとの関係を考慮に入れて,利潤を最大化するように出荷価格Wを決定す

る｡ここで,(5)式を(3)式に代入すると,メーカーの利潤関数7Tm(q,W)は,

7rm(q,W)-W[q(_0+1)-W]/(2q)-cq2/2

となる｡出荷価格に関する利潤最大化の条件

∂7tm/∂uJ-[q(_0+1)-2u,]/(2q)-0

をu)について解くと,メーカーの出荷価格は,次式のように求められる｡

W(q)-q(9+1)/2 (6)

さらに,第2段階でのメーカーによる品質水準の決定を考えよう｡いま,(6)式を(5)式

に代人すると,小売マージンは次式となる｡

m(q)-q(_o+1)/4 (7)

メーカーは,品質水準と出荷価格の関係式(6),ならびに品質水準と小売マージンとの関係

式(7)を考慮に入れて,自己の利潤を最大化するように品質qを決定する｡そこで,(6),(7)
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式を(3)式に代入すると,メーカーの利潤は

7Tm(q)-[q(_0+1)/2][(_8+1)/4]-cq2/2

となり,品質に関する利潤最大化条件

∂7tm/aq-[(9十1)/2][(9+1)/4]-cq-0

をqについて解 くと,品質水準は次のように求められる｡

q-(9+1)2/(8C)

(8)

(9)

また,(6),(7),(9)式より,メーカーの出荷価格,小売マージン,小売価格は

W-(_0+1)3/(16C),m-(_e+1)3/(32C),P-3(_0+1)3/(32C) (10)

となり,(9),(10)式より,メーカーの利潤は次のように求められる｡

7Tm-(_0+1)4/(128C) (ll)

ⅠⅠ.3 垂直統合のケース

メーカーが小売段階を垂直統合する場合,メーカーは,統合利潤

方(q,P)-7Tm+,td-PLO+1-9/q]-cq2/2 (12)

を最大化するように,小売価格pおよび品質水準 qを決定する｡このとき,小売価格および品

質に関する利潤最大化の条件

∂方/at)-9+1-2P/q-0

∂7t/aq-92/q2-cq-0

を連立して解 くことによって,小売価格と品質は次式のように与えられる｡

p-(_e+1)3/(8C),q-(_e+1)2/(4C)

また,(13)式を(2),(12)式に代入すると,需要量および統合利潤は

D-(9+1)/2

7T-(_e+1)4/(32C)

(13)

となる｡ここで,(9),(10)式と(13)式とを比較すると,次の命題がえられる｡

命題 1 単一のメーカーと単一の小売業者からなる流通チャネルの均衡状況を考えると,

垂直統合のほうが垂直分離のときよりも,高品質,高価格 となる｡

ⅠⅠⅠ 流通チャネル間の戦略的相互作用

ⅠⅠ節において単一チャネルの場合を検討したが,以下では2つのメーカーと2つの小売業

者からなる複数の流通チャネルを想定し,統合と分離をめぐる戦略的相互作用について検討

しよう｡代替財を生産する2つのメーカーを想定し,第1メーカーは第1製品を,第2メー

カーは第2製品をそれぞれ生産しているものとする｡これらの製品は品質という次元で差別

化されており,垂直的な製品差別化を伴うブランド間競争の状況を考える｡また,当該製品
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を販売する2つの小売業者が存在しており,第1小売業者が第1メーカーの製品を販売し,

第2小売業者が第2メーカーの製品を販売すると想定しておこう｡

流通チャネルの選択問題を次のような4段階のゲームとして定式化する｡まず第1段階に

おいて,各メーカーが,ライバル ･メーカーのチャネル選択を所与として,自己の利潤を最

大化するように垂直分離か垂直統合かのいずれかを選択する｡第2段陛では,各メーカーが,

ライバル ･メーカーの品質の水準を所与として,自社製品の品質ql(i-1,2)を決定する｡

第3段階では,各メーカーが,ライバル ･メーカーの出荷価格を所与として,自社製品の出

荷価格 wi(i-1,2)を決定する｡第4段階では,各小売業者がメーカーの出荷価格を所与と

したうえで,小売マージンmi(i-1,2)を決定する｡第i小売業者が販売する第iメーカーの

製品の小売価格pZは,出荷価格と小売マージンとの和92-wZ+m乙(i-1,2)となる｡

また,単一チャネルのケースと同様に,メーカーの費用は製品の品質水準に依存した固定

費用のみであると仮定し,小売業者の費用は製品の仕入価格のみであると仮定する｡さらに,

ゲームの均衡概念は部分ゲーム完全均衡とする｡

各消費者は,いずれかのメーカーの製品を1単位購入する｡ここで,小売価格pi,品質水

準qiである第iメーカーの製品を購入するとき,消費者余剰は

Ul-U(p" qzlo)-e(_q+qi)-Pi (i-1,2) (16)

とする｡ここで,_qは品質の最低水準を示し,各メーカーが設定する品質の水準qt(≧0)は,

この_qからの改善部分として測定されるものとするO

価格と品質が与えられたもとで,Ul>U2となるタイプCの消費者は第1製品を購入し,

Ul≦U2となるタイプの消費者は第2製品を購入する｡このため,第2メーカーの製品を購入

する消費者のタイプOは,Ul≦U2,すなわち,

e(_q+ql)-Pl≦0(_q+q2)-92

をみたすような消費者であるから,この式をβについて解 くと,次のようになる｡

o=>(p2191)/(q2-ql)-ê

この関係式を利用すると,各製品の小売段階の需要関数は

Dl-(P2-91)/(q2-ql)-～6

-[(W2十m2)-(wl+ml)]/(q2-ql)-_0

D2-(_0+1)-(i,21Pl)/(q21ql)

-(Te+1)-[(u,2+m2)-(wl+ml)]/(q2-ql)

となる｡また,前節と同様に,品質がq号である製品を生産するメーカーiの費用関数は,

C(qZ)-Cq弓/2とするQこのとき,各メーカーの利潤関数は

7T㌘-u)iDi-Cqぎ/2 (i-1,2)

となり,各小売業者の利潤関数は

(19)
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7T字-mlDt (i-1,2) (20)

と表されるO以下では一般性を失うことなく,ql<q2と仮定して分析する (後に示されるよ

うに,ql-q2は均衡ではない)0

第1段階における流通チャネル選択の結果として,(垂直分離,垂直分離),(垂直統合,垂

直統合),(垂直統合,垂直分離),(垂直分離,垂直統合)という4つのケースが考えられる｡

以下では,各々のケースについて,第2段階以降の部分ゲームの均衡を求めよう｡

ⅠⅠⅠ.1 (垂直分離,垂直分離)のケース

第4段階における小売マージンの決定から検討する｡各小売業者は,他の小売業者の小売マ

ージンとメーカーの出荷価格とを所与として,(20)式で示される利潤を最大化するように,

小売マージンを決定する｡各小売業者の利潤極大化条件

∂7tld/∂ml- [(W2+m2)-(u)1+2ml)]/(q2-ql)-_0-0

∂7E2d/∂m2-(_0+1)-[(W2+2m2)-(u,1+ml)]/(q2-ql)-0

から,小売マージンに関する反応関数は,次式のようになる｡

(u)2+m2)-(wl+2ml)-_e(q21ql)

(W2+2m2)-(wl+ml)-(_0+1)(q2-ql)

これらを連立してmlとm2について解 くと,均衡小売マージンは,次のようになる｡

ml(ql,q2,u)1,W2)-[(1-_e)(q2-ql)-Wl+W2]/3

m2(ql,q2,Wl,W2)-[(_e+2)(q21ql)+u)11W2]/3

次に,第3段階における出荷価格の決定を検討しよう｡メーカーは,ライバル ･メーカー

の出荷価格を所与とし,(21)および(22)式で示される小売マージンと出荷価格との関係を考

慮 して,自己の利潤を最大化するように出荷価格を決定する｡そこで,(21),(22)式を(17),

(18)式に代入すると,各メーカーが直面する需要関数は

Dlニ ト wl+W2)/[3(q21ql)]+(1-9)/3 (23)

D2-(wl-W2)/[3(q2-ql)]+(2+_e)/3 (24)

となる｡(23)および(24)式を(19)式の利潤関数に代入すると,各メーカーの利潤関数は

方Im-Wl〈(-u,1+u,2)/[3(q2-ql)]+(1-_0)/3ト cq12/2
7r2m-u,2〈(u,1-u,2)/[3(q2-ql)]+(2+_0)/3ト cq22/2

となる｡ここで,各メーカーの出荷価格に関する利潤極大化条件を求めると,

∂7tlm/∂wl-(-2wl+W2)/[3(q2-ql)]+(1-_e)/3-0

∂7{2m/∂W2-(wl-2u)2)/[3(q2-ql)]+(2+IO)/3-0

となる｡この2式を連立してuJlとu)2について解 くと,均衡出荷価格は,

wl(ql,q2)-(4-_e)(q2-ql)/3 (25)
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u)2(ql,q2)-(5+_0)(q21ql)/3 (26)
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となる｡ここで,u)1>0であるために,_0<4であると仮定する｡

第2段階では,各メーカーは,ライバル ･メーカーの品質水準を所与として,利潤を最大

化するように品質水準を決定する｡(25),(26)式を(17),(18)式に代入すると,各メーカー

が直面する需要関数は

D.-(-u,1十u)2)/[3(q2-ql)]+(1-_0)/3-(41_0)/9 (27)

D2-(w l- W2)/[3(q2-ql)]+(2+9)/3-(5+_0)/9 (28)

となる｡(27)および(28)式を(19)式の利潤関数に代入すると,各メーカーの利潤関数は

方Im-W IDl-Cqf/2-[(41_e)(q21ql)/3][(4-9)/9]-cq12/2

7T2m-W2D2-Cq22/2-[(5+_e)(q2-ql)/3][(5+_e)/9]-cq22/2

となる｡第1メーカーの利潤関数について,品質水準に関する導関数を求めると

∂7rlm/∂q1--(4-_8)2/27-cql<0

となる｡したがって,第1メーカーは,自己の製品の品質水準を

ql=0 (29)

に設定するものと仮定する｡このとき,U(pl,qlfe)-39-91となり,_qが十分に大きいと

き,消費者余剰は正になる｡また,第2メーカーの品質に関する利潤最大化条件

∂7t2m/∂q2-(5+_e)2/27-cq2-0

より,第2メーカーの品質水準は,次のように求められる｡

q2-(5+_0)2/(27C) (30)

ここで,q2-(q2-ql)-(5+_0)2/(27C)=Sと定義すると,出荷価格,小売価格および,メー

カーの均衡利潤は,次のように求められる｡

u)1-(4-_e)a/3

W2-(5+_e)a/3

91-4(4-9)a/9

92-4(5+9)a/9

7Tlm-(4-_e)28/27-(419)2(5+9)2/(729C)

772m-(5+_0)26/271C62/2-(5+_e)4/(1458C)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

3

3

3

3

3

3

(

(

(

(

ー

ー

ⅠⅠⅠ.2 (垂直統合,垂直統合)のケース

次に,両方のメーカーが小売業者を垂直線合している状況を考える｡この場令,第2段階

でメーカーが品質 (ql,q2)を決定し,第3段階ではチャネル全体の利潤を最大化するように

小売価格 (pl,92)を決定する.

まず,第3段階から考えよう｡各メーカーはライバル ･メーカーの小売価格および,第2
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段階で決定された品質水準の決定を所与として,自己の利潤

7T1-PtDと一Cqヲ/2 (i-1,2)

を最大化するように小売価格を決定する｡各メーカーの小売価格に関する利潤極大化条件か

ら,小売価格に関する反応関数

∂7tl/ap上-(1291+92)/(q2-ql)-_0-0

∂7t2/ap2-(Pl1292)/(q2-ql)+(1+_e)-0

が得られる｡これらの2つの式を連立して解くことによって,第3段階の均衡小売価格は,

以下のように求められる｡

pl(ql,q2)-(1-9)(q21ql)/3 (37)

92(ql,q2)-(2+_8)(q2-ql)/3 (38)

また,各メーカーが直面する需要関数は,(37),(38)式を(17),(18)式に代人するとき,

Dl-(-Pl+P2)/(q2-ql)-_0-(1-_e)/3

D2-(P1-92)/(q2-ql)+(1+_8)-(2+_e)/3

と求められる｡ただし,第1メーカーの販売量が非負 (Dl>0)となることを保証するため,

0<β<1

が満たされているものと仮定する｡

第2段階では,各メーカーはライバル ･メーカーの品質水準を所与として,自己の利潤

7t1-PID1-Cq12/2-[(1-_e)(q2-ql)/3][(1一_e)/3]-cq12/2

7t2-92D21Cq22/2-[(2+_e)(q2-ql)/3][(2十_e)/3]-cq22/2

を最大化するように品質水準を決定する｡第1メーカーの品質に関する利潤最大化条件は

∂7rl/∂q1--(1-TC)2/9-cql<0

となるから,前述のケースと同様に,

q1-0

となる｡また,第2メーカーの品質水準に関する利潤最大化条件

∂7T2/∂q2-(2+_0)2/9-cq2-0

より,第2メーカーの品質水準は次のようになる｡

q2-(2+_0)2/(9C)

(39)

(40)

以上の分析から,出荷価格,小売価格およびメーカーの利潤は,次のように求められる｡

1)I-(1-_e)(2+_e)2/(27C)

92-(2+_e)3/(27C)

7(1-(1-_0)2(2+_0)2/(81C)

7T2-(2+_0)4/(162C)

(41)

(42)

(43)

(44)
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III.3 (垂直統合,垂直分離)のケース

第1段階で,第1メーカーが垂直統合を選択し,第2メーカーが垂直分離を選択している

ような非対称的ケースを考えよう｡この場合,第2段階において,両方のメーカーが品質水

準 (ql,q2)を選択し,第3段階では,第2メーカーが出荷価格W2を決定し,第4段階では,

第1メーカーが小売価格Plを,第2小売業者が小売マージンm2を決定する.

まず第4段階から検討しよう｡第1メーカーは,各メーカーの品質水準,第2メーカーの

出荷価格および第2小売業者の小売マージンを所与として,自己の利潤

7Tl-Pl[(u'2十m2-91)/(q2-ql)-_0]-cq12/2

を最大化するように小売価格plを決定する｡また,第2小売業者は,各メーカーの品質水準,

第2メーカーの出荷価格および第1メーカーの小売価格を所与として,自己の利潤

7r2d-m2[(1+9)-(W2+m2-Pl)/(q21ql)]

を最大化するように小売マージンm2を決定する｡各々の利潤最大化条件

∂7Tl/at,1-(W2十m212Pl)/(q21ql)-_0-0

∂方2d/∂m2-(1+_0)-(u,2+2m2-91)/(q2-ql)-0

を連立して解くことにより,小売価格と小売マージンが次のように求められる｡

pl(ql,q2,W2)-[(1-_8)(q2-ql)十W2]/3

m2(ql,q2,u)2)-[(2十9)(q2-ql)-W2]/3

第3段階では,第2メーカーが,品質水準を所与として,自己の利潤

7r2m-W2[(1+9)-(W2+m2-91)/(q2-ql)]-Cq22/2

-W2[(2十ゼ)(q2-ql)-W2]/[3(q2-ql)]-Cq22/2
を最大化するように出荷価格W2を決定する｡出荷価格に関する利潤最大化条件

∂7E2m/∂u)2-[(2+9)(q2-ql)-2W2]/[3(q2-ql)]-0

より,第2メーカーの出荷価格は,次のように求められる｡

W2-(2+_0)(q21ql)/2 (47)

以上の分析から,2つのメーカーの品質水準に依存した小売価格,小売マージンおよび需

賓量は,次のように求められる｡

pl-(4-_e)(q2-ql)/6

m2-(2+9)(q2-ql)/6

92-W2+m2-2(2十_e)(q2-ql)/3

Dl-(41_e)/6

D2-(2+_0)/6

(48)

(49)

(50)

(51)

(52)

第2段階では,各メーカーはライバル ･メーカーの品質水準を所与にして,自己の利潤

7tl-[(4-10)(q2-ql)/6][(4-_e)/6]-cq12/2
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7T2m-[(2+_0)(q21ql)/2][(2+_e)/6]-cq22/2

を最大化するように品質水準を決定する｡品質に関する利潤最大化条件

∂7Tl/aq.<0

∂7E2m/aq2-(2+9)2/12-cq2-0

より,利潤を最大化する各メーカーの品質水準は

q1-0

q2-(2+_0)2/(12C)

と求められる｡また,小売マージン,小売価格およびメーカーの利潤は

91-(4-Te)(2+_0)2/(72C)

m2-(2+9)2/(72C)

92-u)2+m2-(2+9)3/(18C)

7Tl-[(4-_e)/6][(2+9)2/(12C)][(4-_e)/6]

-(2+_0)2(41_e)2/(432C)

7r2m-[(2+_e)/2][(2+_0)2/(12C)][(2+_e)/6]

-cl(2+_0)2/(12C)]2/2

-(2+_e)4/(288C)

と求められる｡

(53)

(54)

(55)

(56)

(57)

(58)

(59)

ⅠⅠⅠ.4 (垂直分離,垂直統合)のケース

第1段階で,第1メーカーが垂直分離を選択し,第2メーカーが垂直統合を選択している

ような非対称的ケースを考えよう｡この場合,第2段階において,両方のメーカーが品質水

準 (ql,q2)を選択し,第3段階では第1メーカーが出荷価格u)1を決定し,第4段階では,

第1小売業者が小売マージンmlを,第2メーカーが小売価格92を決定する｡

まず第4段階から検討しよう｡第2メーカーは,各メーカーの品質水準,第1メーカーの

出荷価格および第1小売業者の小売マージンを所与として,自己の利潤

7r2-P2[(1+_0)-(P2-u)1-ml)/(q2-ql)]-Cq22/2

を最大化するように小売価格♪2を決定する｡また,第1小売業者は,品質水準,第1メーカ

ーの出荷価格および第2メーカーの小売価格を所与として,自己の利潤

7Tld-ml[(P2-W1-ml)/(q2-ql)-_0]

を最大化するように小売マージンmlを決定する｡各々の利潤最大化条件

∂7tld/∂ml-(92-W1-2ml)/(q2-ql)-9-0

∂方2/ai,2-(1+_e)-(22,2-W1-ml)/(q2-ql)-0

を連立して解くことにより,小売マージンと小売価格が次のように求められる｡
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ml-[(卜 _e)(q21ql)-Wl]/3

92-[(2+_e)(q2-ql)+wl]/3

第3段階では,第1メーカーが,品質水準を所与として,自己の利潤

7tlm-Wl[(921u'1-ml)/(q2-ql)-_e]-Cq12/2

-wl[(1-_0)(q2-ql)-Wl]/[3(q2-q.)]-Cq12/2

を最大化するように出荷価格 wlを決定する｡出荷価格に関する利潤最大化条件

∂方1m/∂wl-[(1-9)(q2-ql)-2uJl]/[3(q2-ql)]-0

より,第1メーカーの品質水準は,次のように求められる｡

u,1-(1-_8)(q2-ql)/2

以上の結果として,小売価格,小売マージン,需要量が次のようになる｡

92-(5+9)(q21ql)/6

m.-(1-_e)(q2-ql)/6

pl-Wl+ml-2(1-9)(q2-ql)/3

Dl-(1-_e)/6

D2-(5+_e)/6

(62)

(63)

(64)

(65)

(66)

(67)

第2段階では,各メーカーはライバル ･メーカーの品質水準を所与にして,自己の利潤

方Im-[(1-_0)(q2-ql)/2][(1-_e)/6]-cq12/2

方2-[(5+9)(q2-ql)/6][(5+_e)/6]-cq22/2

を最大化するように自己の製品の品質水準を決定する｡利潤を最大化する品質水準は

∂7tlm/∂ql<0

∂7rZ/∂q2-(5+_0)2/36-cq22-0

という条件より,次のように求められる｡

q1-0

q2-(5+_0)2/(36C)

また,小売マージン,小売価格およびメーカーの利潤は次のようになる｡

92-(5+_e)3/(216C)

ml-(ll_e)(5+_e)2/(216C)

91- u,.十m1-(ll_0)(5+9)2/(54C)

7Tlm-[(1-IO)/2][(5+_e)2/(36C)][(卜 _e)/6]

-(5+_e)2(ll_e)2/(432C)

7t2-[(5+_e)/6][(5+_e)2/(36C)][(5+_e)/6]

-cl(5+_e)2/(36C)]2/2

-(5+_e)4/(2592C)

(68)

(69)

(70)

(71)

(72)

(73)

(74)

41
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ⅠⅠⅠ.5 チャネル選択の均衡状況

以上の各ケースにおけるメーカーの均衡利潤をまとめると,表1の利得表が得られる｡た

だし,利得表に示される数値の各組のうちで,左側の数値は第1メーカーの利潤,右側の数

値は第2メーカーの利潤を示している｡また,表2は表1の各数値をアルファベット記号で

置き換えたものである｡

表 1 流通チャネル選択の利得表

第2メーカー

統合 (Ⅰ) 分離 (S)

第 1メーカー統合 (Ⅰ) (響 ,堤 ) (響 ,霊 芝 )

表 2 流通チャネル選択の 利得表

第2 メ-カ-

統合 (Ⅰ) 分離 (S)

第 1メーカー統合 (Ⅰ) (A,B) (G,H)

この利得表をもとに,第1段階において,各メーカーは,他のメーカーの選択を所与として,

自己の利潤を最大化するように垂直統合 (S)か垂直分離 (I)かの選択を行うO利得表の数値

の大小関係については,次のような関係が確認できる｡まず,パラメータ旦 Cの値のいかん

によらず,B>Hおよび,D>Fが常に成立するOこのため,

命題2 流通チャネル選択の均衡は,(S,S)と(I,I)という対称的ケースのみである.

ここで,III.2節で需要量が非負であることを保証するための0<_8<1という仮定のもとで

は,C>Cが成立している｡それゆえ,

命題3 (S,S)は常にナッシュ均衡となる｡

さらに,A>Eが成立するとき(I,I)も均衡となる｡A>Eが成立するための条件は,品質の

限界的評価 (9)が (-34+24Jす)/26<9<1となるので,以下の命題が成立する｡

命簸4 品質の限界的評価 (_0)が相対的に大きな値をとり,

(-34+24√㌻)/26<_0<1

をみたすならば,(S,S)と(I,I)の両方が均衡となる｡逆に,品質の限界的評価 (_e)が,

o<_e≦(-34+24√㌻)/26≒0.29

をみたすほど低い経済や製品については,(S,S)のみが均衡となる｡
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この結果は,品質選択を含まない戦略的分離のモデルの結論と一致している｡

また,0<_0<1としたとき,AとCおよび,BとDの値を比較すると,A<Cおよび,B<

βとなることが確認できる｡従って,以下の命題が成り立つ｡

命題5 0<Ie<1のとき,(S,S)の状況における各メーカーの均衡利潤は,(Ⅰ,Ⅰ)の状

況における均衡利潤よりも大きい｡

さらに,均衡における第2メーカーの品質を比較すると,以下の命題が成り立つ｡

命題6 (S;S)の状況における第2メーカーの品質q2*(S,S)は,(Ⅰ,I)の状況におけ

る第2メーカーの品質q2*(Ⅰ,I)よりも高くなる｡

複数チャネルにおけるこの結論は,単一チャネルの場合の結論と異なる｡

ⅠⅠⅠ.6 経済厚生の比較分析

命題5が示すように,メーカーにとっては,垂直分離のときの方が利潤が大きくなるので,

垂直分離が好ましい｡しかし,垂直分離は高品質･高価格の状況を導き,垂直統合は低品質･

低価格の状況を導いているので,品質を重視する消費者 (βの大きな消費者)にとっては,垂

直分離の方が好ましいが,品質を相対的に重視しない消費者にとっては,垂直分離は好まし

いとはいえない｡以下では,こうした2つの状況における経済厚生を比較してみよう｡

消費者余剰CSは,

cs-I_Z(隼 ♪,)dO+I-:'](a(q･ q 2卜 ♪2)dO

となるが,(S,S)の状況における消費者余剰 CS(S,S)を求めると

CS(S,S)-(1+2_e)_q/2+(_02+82_O-263)(5+_e)2/(4374C)
となり,(1,I)の状況における消費者余剰 CS(Ⅰ,Ⅰ)を求めると

CS(I,I)-(1+2_0)_q/2+(_02+10_0-2)(2+_e)2/(162C)

となる｡0<_e<1の範囲内で,(75)と(76)式を比較すると,次の命題が得られる｡

命題7 (S,S)の状況における消費者余剰CS(S,S)は,(Ⅰ,Ⅰ)の状況における消費者

余剰CS(I,I)よりも小さくなる｡
さらに,(S,S)と(Ⅰ,I)の状況における生産者余剰を比較しよう｡このモデルでは可変費用

がゼロであるケースを仮定しているので,生産者余剰PSは,2つのメーカーの販売額の合計

PS-pIDl+92D2となる｡(S,S)の状況における生産者余剰PS(S,S)を求めると

PS(S;S)-4(5+_e)2(292+29+41)/(2187C)

となり,(Ⅰ,I)の状況における生産者余剰 PS(I,Ⅰ)を求めると

ZS(I,Ⅰ)-(2+_e)2(2_C2+2_e+5)/(81C)

となる｡0<_0<1の範囲内で,(77)と(78)式を比較すると,次の命題が得られる｡
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命題8 (S,S)の状況における生産者余剰ES(S,S)は,(I,I)の状況における生産者

余剰PS(Ⅰ,I)よりも大きくなる｡

では,生産者余剰と消費者余剰の合計である社会的余剰SSを比較するとどうなるだろうか｡
この点について,次の命題が得られる｡

命題9 (S,S)の状況における社会的余剰SS(S,S)は,(I,Ⅰ)の状況における社会的

余剰SS(I,I)よりも大きくなる｡

ⅠⅤ 分析結果の要約とその解釈

本論文では,2つのメーカーと2つの小売業者からなる複数の流通チャネルを想定し,流

通チャネル構造の選択と垂直的な製品差別化との間の戦略的な相互作用について検討してき

た｡本論文によって得られた分析結果は,次のようにまとめられる｡

●命題 1が示すように,単一チャネルにおける意思決定の調整問題を考えるとき,垂直統

合の方が垂直分離よりも製品の品質水準は高くなり,単一チャネルにおける品質選択を

分析したEconomides[1999]と同じ結論が導かれる｡

この結論は,単一チャネルにおける ｢二重マージン仮説｣という観点から,流通チャネルの

垂直統合への誘因を明らかにしたものだと解釈することができる｡

●しかしながら,本論文が明らかにしたように,複数チャネル間の競争状況を想定し,チ

ャネル構造の選択を内生化したモデルによって分析を行うと,命題3および命題5が示

すように,チャネル選択の均衡としては垂直分離が選ばれる可能性が高い｡

●また,製品の品質選択に関しては,ゲームの均衡において差別化最大原理が成立し,さ

らに,命題6が示すように,たとえ,垂直統合が均衡となるとしても,そのときの品質

水準は,垂直分離の均衡における品質水準よりも低 くなるのである｡

すなわち,流通チャネル構造については垂直分離,製品の品質については差別化最大による

高品質 ･高価格が均衡状況としてもたらされるが,それは,流通チャネル構造の垂直分離に

よって出荷価格を引き上げるとともに,製品の垂直的な差別化を通じて価格競争の回避を図

ろうとする企業の戦略的行動の結果だと解釈することができる｡

さらに経済厚生に関しては,次のような結果が得られた｡

●まず,命題 7が示すように,消費者余剰は垂直分離の方が垂直統合よりも小さくなるが,

命題8が示すように,生産者余剰は垂直分離の方が垂直統合よりも大きくなる｡社会的

余剰については,命題9が示すように,垂直分離の方が垂直統合よりも大きくなる｡
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